つまれて いる。 その 緑が 縦に M の 字の 形 をして とぎれ 

とぎれに 山膚 を 縫った のが、 なんとなく 荒涼と した 思 

い を 起させる。 こんな 山が 屛風 をめ ぐらした ようにつ 

づ いた 上に は 浅黄 襦子 のように 光った 青空が ある。 青 

空 に は 熱と 光と の 暗影 を も つ た、 溶けそう な 白い 雲が 

銅 をみ がいた ように 輝いて、 紫が かった 錯 色の 陰 を、 

山の すぐれて 高い 頂に はわせて いる。 山に 囲まれた 細 

長い 渓谷 は 石で 一 面に 埋められて いると いっても いい。 

大きな の やら 小さな の やら、 みかげ 石の まば ゆいば か 

つぼ 

りに 日に 反射した の やら、 赤み を 帯びた インク 壺 のよ 

うな 形の やら、 直 八面体の 角ば つたの やら、 ゆがんだ 



思わず もき い た 雷鳥 の 声 は、 なんとなく ある シンボル 

でも あるよう な 気がした。 

(明治 四十 四 年 ごろ) 
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